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‘‘いつもの自分”の体調を知っていますか？

新型コロナウイルス感染症（COVID－19）の流行が始まった頃、「37，5℃以上の発熱が4日以上続いている」

ことが、医痘機関を受診したIlPCR検査を受けたりする目安となっていました。

この「37．5℃」という目安は、どうしてこの値になったのでしょう？

目安の数値は絶対的なもので
はない

「37．5℃」や「4日」という値がずいぶ

ん強調されてしまい、体温が37．4℃の

人や発熟して3日目の人が、受診や検

査をまだ見合わせて自宅で様子を見る

ように指示される事態を引き起こしてし

まいました。実際には、体温が37．2℃

の人や、熟が出始めて2日目の人でも、

PCR検査をすると陽性だった例がいく

らでもありました。つまり、こうした数値は

あくまでも目安であり、37．5℃は、多くの

人にとって「高い熟」であっても、すべて

の人に当てはまる絶対的な基準ではな

いということです。

体調不良の状態は人によって
さまざま

ところで、この「37．5℃」という目安

は、どうしてこの値になったのでしょう？

実は、明確な理由はどこにも見当たら

ず、おそらく、多くの人の平熱（と思わ
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れる）36．5℃よりも1℃高い値にした

のだと思われます。

皆さんは、自分の体温が37，5℃

だったらどんな具合ですか？　ちょっと

熱っぽい程度という人もいれば、（北

海道弁で）こわくてこわくてしょうがな

いとういう人もいるでしょう。これは、そ

の人が発熟した時の感じ方や体力の

ほか、ふだんの体温、いわゆる平熱が

関係していると思われます。例えば、

平熱が36．8℃くらいの人であれば、

37．5℃になっても「ちょっと熱っぽ

い」程度にしか感じず、病院に行こう

とは思わないかもしれませんが、平熱

が36．0℃前後の人が37．2℃になる

と、これはかなりつらく感じるのではな

いでしょうか。

というわけで、すでに述べましたよう

に、37，5℃という値はすべての人に

当てはまる絶対的な基準ではありませ

んので、本学のCOViD－19対応方針

では、「平熱より1℃以上または

37，5℃以上の発熱」を、登校や出勤

を見合わせる目安としています。
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1日、つもの自分と違う時は要注意

皆さんは自分の平熱がどれくらいか

分かっていますか？平熱が分からな

ければ、「平熱より1℃以上」と言われ

ても判断ができません。

体温だけでなく、ふだんの自分の体

調がどういうものなのかを知っておくこ

とは非常に大事です。朝起きた時の

様子、食欲、食べている時の味や匂
いの感じ方、日中トイレに行く回教、

尿の色、伍の硬さ、歩く速さ、気分な

ど体だけでなく心の状態も、いつも

の自分はどんな具合なのかを意識し

てみてください。こうしたものが「何か

いつもと違う」と感じたら、それは体の

中で何かが起きていることの信号で

す。それが一時的なものであれば心

配しなくても良いのですが、翌日もま

た同じように、あるいはさらに強く「い

つもと違う」と感じる場合は、体が発

する警報を決して放っておかないよう

にしましょう。

（保健管理センター・センター長・羽賀精街）
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